
藤
島
庁
舎
総
務
企
画
課

主
催
に
よ
る
「
国
史
跡
」

講
座
の
第
１
回
が
、
９
月

日
開
か
れ
ま
し
た
。

28
講
師
は
小
幡
知
之
氏
山
（

形
工
科
短
期
大
学
校
学
校

長
）
で
、
テ
ー
マ
は
「
旧

東
田
川
郡
役
所
及
び
郡
会

議
事
堂
内
の
建
造
物
に
つ

い
て
」
で
す
。

な
ぜ
藤
島
に
立
地
か

小
幡
氏
は
、
な
ぜ
藤
島

に
立
地
し
た
か
を
説
明
。

古
代
は
藤
島
に
「
郡
衙

、

（
ぐ
ん
が
＝
律
令
制
下
の

役
所
」
が
置
か
れ
、
中
世

）

、「

」、

、

は

藤
島
城

近
世
に

「
堰
の
開
削
や
街
道
の
整

備
」
が
進
み
「
本
陣
」
が

、

置
か
れ
、
そ
の
下
地
が
近

代
に
つ
な
が
っ
た
。

近
代
は
、
明
治
に
大
区

小
区
制
の
「
区
務
所
」
が

く

む

し

よ

藤
島
に
置
か
れ
、
そ
の
後

郡
政
が
敷
か
れ
、
区
務
所

「

」

、

を
郡
役
所
に
転
用
し

手
狭
に
な
っ
た
の
で
増
築

さ
れ
、

（
明

初
代
郡
役
所

治

年
代
）
と
な
っ
た
。

10そ
れ
が
明
治

年
に
消

19

２
代

失
し
、
明
治

年
に

20
を
新
築
し
た
。

目
郡
役
所

は
、
明
治

郡
会
議
事
堂

年
頃
に
建
築
さ
れ
、
郡

14役
所
消
失
後
、
議
事
堂
を。

仮
郡
役
所
に
貸
し
て
い
た

明
治

年
に
は
、
元
皇

24

族
の
久
我
尼
宮
（
こ
が
の

あ
ま
み
や
）
が
休
憩
し
て

お
り
、
格
式
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
年
代
不
明
で２

消
失
し
、
明
治

年
に

36
が
建
築

代
目
郡
会
議
事
堂

さ
れ
た
。

旧
東
田
川
電
気
事
業
組

は
、
大
正

合
倉
庫
・
土
蔵

年
頃
に
建
築
さ
れ
た
。

15
明
治

年
に
郡
営
の
電

45

気
事
業
を
創
業
し
、
大
正。

４
年
に
電
力
供
給
を
開
始

大
正

年
に
郡
政
が
廃

12

止
さ
れ
、
東
田
川
郡
藤
島

町
外

ヵ
町
村
電
気
事
業

27

組
合
が
事
業
を
継
承
し
、

郡
会
議
事
堂
を
事
務
所
と

し
て
い
た
。

２
代
目
郡
役
所
の
和
風

（
明
治

年
）
は
、

基
調

20

洋
風
か
ら
和
風
の
再
認
識

へ
、
建
築
界
の
全
国
的
な。

流
れ
を
や
や
先
取
り
し
た

２
代
目
郡
会
議
事
堂
の

（
明
治

年
）

洋
風
基
調

36

は
、
２
階
議
場
の
梁
間
７

間
の
ト
ラ
ス
ト
構
造
。

（
大
正

倉
庫
・
土
蔵

15

年
頃
）
は
、
外
観
に
装
飾

を
施
し
、
珍
し
い
。

小
幡
氏
は
総
合
的
所
見

と
し
て
「
同
一
敷
地
に
現

、

存
す
る
建
物
は
、
そ
れ
ぞ

れ
年
代
が
異
な
り
、
各
時

代
を
反
映
し
た
明
確
な
特

徴
を
持
つ
。

こ
れ
ら
の
建
物
が
創
建

当
初
の
位
置
に
そ
の
ま
ま

存
在
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
こ
の
場
所
が
経
て

き
た
時
代
の
厚
い
層
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
出
来

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

。
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創
建
当
初
の
位
置
に
現
存
す
る
こ
と
が
重
要
。
明

治

年
代
、

年
代
、
大
正
時
代
の
特
徴
が
反
映

20

30

ふ
る
さ
と
賛
歌鈴木

重
雄(

八
色
木)

庚
申
塔

ど
こ
の
村
に
も
村
の
入

口
や
神
社
な
ど
に
「
庚
申

、
こ
う
し
ん

塔
」
や
「
青
面
金
剛
、

、

」

し
よ
う
め
ん
こ
ん
ご
う

３
匹
の
猿
を
彫
っ
た
石
塔

せ
き
と
う

な
ど
が
あ
っ
た
。

庚
申
塔
は
ど
ん
な
神
様

な
の
か
と
聞
か
れ
る
が
、

実
は
暦
か
ら
き
て
い
る
の

で
あ
る
。

「
庚
申
」
は
「
庚
＝
か

、

の
え
」
と
「
申
＝
さ
る
」

の
こ
と
で
、
昔
は
、
今
の

よ
う
な
年
号
を
使
っ
て
何

年
と
は
言
わ
ず
、
庚
申
の

年
と
か
言
っ
て
い
た
。

、

（

）

庚
申
は
干
支
え
と

の
組
み
合
わ
せ
で
、
陰
陽

五
行
説
（
い
ん
よ
う
ご
ぎ

ょ
う
せ
つ
）
と
い
う
古
代

中
国
か
ら
発
生
し
、
月
日

に
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

組
み
合
わ
せ
は

通
り

60

あ
り
、
一
巡
す
る
と
還
暦

と
な
る
。

１
番
目
は
「
甲
子
（
こ

う
し
＝
き
の
え
ね

、
）」
31

番
目
は
「
甲
午
（
こ
う
ご

＝
き
の
え
う
ま

、

番

）」
60

目
は
「
癸
亥
（
き
が
い
＝

み
ず
の
と
い
」
で
、
庚
申

）

は

番
目
で
あ
る
。

57庚
申
は
「
庚
申
の
日
の

信
仰
」
で
あ
る
が
、
中
国

の
道
教
の
説
明
で
は
、
人

の
体
内
に
「
三
尸
（
さ
ん

し
」
と
い
う
虫
が
棲
ん
で

）
い
て
、
庚
申
の
夜
に
人
が

眠
る
と
、
体
内
か
ら
抜
け

出
し
て
、
天
帝
に
そ
の
人

て
ん
て
い

の
日
ご
ろ
の
罪
科
を
告
げ

ざ

い

か

る
。「

三
尸
」
と
は
、
上
尸

（

）、

（

）、

頭
部

中
尸
腹
部

下
尸
（
脚
部
）
の
３
匹
の

虫
で
あ
る
。

三
尸
の
虫
の
報
告
を
聞

い
て
、
天
帝
は
人
の
寿
命

。

を
削
っ
て
早
死
に
さ
せ
る

だ
か
ら
長
生
き
す
る
に

は
、
庚
申
の
日
に
は
身
を

慎
み
、
眠
ら
ず
に
夜
を
過

つ
つ
し

ご
し
、
三
尸
の
昇
天
を
防。

が
ね
ば
な
ら
な
い
と
言
う

庚
申
塔
は
八
栄
島
に
も

た
く
さ
ん
あ
る
が
、
八
色

木
の
村
の
入
口
に
あ
る
庚

申
塔
は
、
建
立
覚
え
書
き

が
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
宝
暦

９
年
（
１
７
５
９
）
に
、

仁
助
、
武
左
ェ
門
、
利
左

ェ
門
、
門
三
郎
、
野
左
ェ

門
が
発
起
人
と
な
っ
て
準

備
を
進
め
た
。（

）

明
和
元
年
１
７
６
４

に
川
行
の
石
工
が
、
仙
道

か
わ
つ
ら

せ
ん
ど
う

に
良
い
石
が
あ
る
と
い
う

の
で
頼
ん
だ
が
失
敗
し
、

６
６
８
文
の
損
を
し
た
。

そ
の
後
、
市
野
山
に
行

い

ち

の

や

ま

き
、
雪
の
中
、
苦
労
し
て

石
を
運
ん
だ
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
三

郎
左
ェ
門
が
古
い
庚
申
像

の
絵
が
出
た
の
で
、
堂
に

納
め
た
と
あ
る
。

現
在
、
何
処
に
祀
ら
れ

て
あ
る
か
不
明
で
あ
る
。

費
用
は
、
人
夫
１
８
３

人
う
ち
市
野
山
衆
と
手
向

、

と

う

げ

衆

人
、
石
引
雑
費

貫

13

64

２
１
２
文
、
供
養
雑
費
３

貫
１
７
０
文
と
な
っ
て
お

り
、
大
き
な
石
を
運
ぶ
の

に
難
儀
し
た
で
あ
ろ
う
。

今
、
神
社
境
内
の
入
口。

南
側
に
安
置
さ
れ
て
い
る八色木入口にある庚申塔



新
庄
市
立
明
倫
学
園
に

、「

、

視
察
に
行
っ
た
人
は

８

９
年
生
が
１
、
２
年
生
の

面
倒
を
よ
く
見
て
い
て
、

挨
拶
も
し
っ
か
り
し
、
子

ど
も
た
ち
は
明
る
い
表
情

だ
っ
た
」
と
、
感
想
を
述

べ
て
い
ま
し
た
。

一
方
で
、
学
者
・
研
究、

者
の
全
国
的
な
調
査
で
は

「
施
設
一
体
型
の
小
中
一

貫
校
の
生
徒
は
、
他
の
学

校
の
生
徒
と
較
べ
、
向
上

心
や
積
極
性
な
ど
が
低
か

っ
た
」。

「
相
対
的
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
状
態
の
ま
ま
推
移
し
、

問
題
を
抱
え
て
い
る
」
な
。

ど
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す

小
中
一
貫
教
育
の
実
証

（『

２
０
２
１
年
３

的
研
究
』

月
。）生ま

れ
て
６
歳
の
児
童

と
、
あ
と
３
年
で

歳
成

18

人
に
な
る
青
年
前
期
の
中

学
生
が
、
一
緒
に
な
る
学

。

校
で
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か

小
学
校
文
化
と
中
学
校

文
化
の
違
い
は
、
ど
う
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

発
達
の
早
期
化
が
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
「
子
ど
も

、

の

歳
の
壁
」
は
、
思
春

10
期
前
の
「
第
二
次
性
徴
」

で
、
心
身
両
面
の
大
き
な

揺
ら
ぎ
が
あ
り
、
不
登
校

が
生
ま
れ
や
す
い
時
期
。

小
学
校
に
お
い
て
、
児

童
期
の
発
達
を
丁
寧
に
達

成
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
と

渡
辺

言
わ
れ
て
い
ま
す
（

弥
生
『
子
ど
も
の
「

歳
10

の
壁
」
と
は
何
か
？
』
光

。

文
社
新
書
）

対
案
は
吉
島
小
学
校

、

、

対
案
は
少
子
化
で
も

川
西
町
の
吉
島
小
学
校
令
（

和
５
年
度
児
童
数

人
）

88

の
地
域
組
織
「
き
ら
り
よ

し
じ
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

に
学
び
、
地
域
学
校
協
働

活
動
か
ら
突
き
抜
け
た
実

践
を
展
開
す
る
こ
と
で
す

（

。

民
報
９
月
１
日
号
）

に
も
期
待
し
て
い
る
。

▲
俺
が
も
う
一
つ
ダ
メ
な

の
が
、
働
く
者
の
首
を
楽

に
切
る
法
案
だ
。
今
の
法

律
は
、
働
く
者
が
自
分
の

条
件
に
合
わ
せ
て
自
由
に

働
け
る
ー
と
い
う
触
れ
込

み
だ
っ
た
が
、
当
時
の
労

働
基
準
法
で
は
出
来
な
か

っ
た
労
働
者
の
賃
金
ピ
ン

ハ
ネ
（
派
遣
）
会
社
を
可

能
に
し
、
労
働
者
を
管
理。

す
る
よ
う
に
小
泉
が
し
た

▲
そ
れ
で
正
社
員
を
減
ら

し
、
不
安
定
な
労
働
条
件

の
非
正
規
を
増
や
し
、
資。

本
家
の
懐
が
太
っ
た
ん
だ

そ
れ
を
首
切
り
自
由
化
し

よ
う
と
は
、
ひ
ど
い
も
ん

だ
。
経
営
者
団
体
の
要
望

な
ん
だ
よ
。

▲
逆
に
所
得
倍
増
を
唱
え

た
人
が
居
た
ネ
～
。
倍
増

に
越
し
た
事
は
な
い
が
、

せ
め
て
時
給
１
５
０
０
円

は
早
急
に
。
そ
れ
は
全
国

一
律
で
・
だ
。
そ
れ
が
貴

殿
の
言
う
み
ん
な
が
喜
ぶ

に
繋
が
る
ん
じ
ゃ
な
い

の
？
同
時
に
福
祉
で
働
く

人
た
ち
の
賃
金
も
上
げ
て

ね
（
石
川
）

。

う
に
組
む
合
わ
さ
れ
て
い

る
か
に
つ
い
て
、
渡
部
隆

志
氏
は
詳
細
に
作
図
さ
れ

て
い
る
が
、
後
日
紹
介
し

た
い
。

４
，
稲
作
改
良
碑
基
壇
の

石
垣
と
、
図
書
館
へ
の
長

方
形
の
通
路
石

こ
こ
だ
け
が
史
跡
の
通

新
内
閣
の
初
仕
事
は

メ
デ
ィ
ア
が
長
い
事
や

っ
て
く
れ
た
ネ
～
。
丁
寧

に
政
策
に
質
問
を
ぶ
っ
つ

け
あ
う
討
論
ま
で
も
サ
。

そ
れ
で
、
首
相
に
な
っ
て

何
か
ら
手
を
つ
け
る
ん
だ

か
ね
。
国
民
が
判
断
で
き

る
材
料
を
提
供
す
る
こ
と

は
新
総
理
の
責
任
と
言
っ

て
お
き
な
が
ら
、
解
散
を

決
め
て
い
る
と
は
ね
～
。。

▲
先
ず
は
能
登
の
復
興
だ

次
は
、
選
択
的
夫
婦
別
姓。

制
度
を
法
案
に
す
る
こ
と

自
民
議
員
の
何
人
か
が
賛

成
す
れ
ば
通
る
流
れ
だ
っ

た
。
石
破
さ
ん
を
半
数
以。

上
が
推
し
た
ん
だ
か
ら
サ

▲
「
憲
法
」
を
変
え
る
事。

は
国
民
が
望
ん
で
い
な
い

こ
の
頃
は
戦
争
が
だ
ん
だ

ん
近
く
な
っ
て
い
る
と
感

ず
る
ん
だ
。
ア
ベ
も
岸
田

も
多
く
の
外
国
を
回
っ
た

が
、
戦
争
を
し
な
い
話
し

合
い
と
外
交
に
注
力
す
る

こ
と
だ
と
思
う
ヨ
。
石
破

さ
ん
の
弁
舌
が
８
人
か
ら

勝
っ
た
ん
だ
か
ら
、
外
国

稲
作
改
良
碑
に
思
う

３
、
台
石

何
の
石
か
不
明
だ
が
、

形
・
姿
・
色
な
ど
近
辺
で

は
見
か
け
な
い
も
の
で
あ

る
。
下
か
ら
２
段
は
石
垣

積
で
遊
佐
女
鹿
で
採
取
さ

れ
る
間
知
石
で
あ
る
。
も

と
も
と
は
、
少
し
黄
み
が

か
っ
た
温
か
な
雰
囲
気
を。

持
つ
薄
紅
色
台
石
で
あ
る

な
お
、
汚
れ
を
洗
浄
で

き
な
い
か
と
思
う
。

台
石
と
石
碑
は
ど
の
よ

東
田
川
史
跡
物
語

稲
作
改
良
碑
⑦

青
山

崇

路
の
中
で
黒
石
で
あ
る
。、

北
山
文
雄
氏
に
よ
れ
ば

同
じ
間
知
石
と
言
わ
れ
て

け

ん

ち

い

し

い
る
。

稲
作
改
良
碑
は
１
９
０

６
（
明
治

）
年
７
月
建

36

立
と
の
刻
字
が
碑
文
に
あ

る
。
郡
会
議
事
堂
建
立
は

同
年
で
あ
る
が
、
月
日
が

分
ら
な
い
。
そ
れ
で
皆
さ

ん
に
以
下
の
調
査
を
お
ね

が
い
し
た
い
。

稲
作
改
良
碑
建
立
を
見

た
後
の
島
野
氏
の
行
動
に

つ
い
て
、
須
々
田
黎
吉
東

京
農
業
大
学
誉
教
授
は
、

論
文
・
明
治
農
業
全
書
に

「

み
え
る
農
学
者
と
老
農
の

交
流
に
つ
い
て
『
明
治
農

」

‣

業
全
書
一
巻
』
所
収
１
９

８
３
年
刊
行
に
、
次
の
よ

う
に
書
い
て
い
る
。

「
島
野
氏
は

月
（
日

10

付
不
明
）
日
の
記
念
式
に

出
席
し
、
そ
の
翌
々
日
に」

郷
里
・
福
岡
に
旅
立
っ
た

と
。し

か
し
こ
の
出
典
が
な

い
。
こ
れ
が
分
か
る
と
郡

会
議
事
堂
と
一
緒
の
記
念

式
だ
っ
た
の
か
、
基
壇
の

石
垣
と
通
路
の
石
工
が
同

じ
で
あ
る
か
な
ど
、
分
る。

か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る

。

こ
の
調
査
を
進
め
た
い

小
中
一
貫
校
（
義
務
教
育
学
校
）
へ
の
疑
問

「
子
ど
も
の
い
な
い
地
域
」
だ

と
思
わ
れ
ま
せ
ん
か
？

疑問1

、

藤
島
に
小
学
校
も
な
い

中
学
校
も
な
い
、
あ
る
の

は
９
年
制
の
義
務
教
育
学

校
１
校
だ
け
。

そ
う
な
っ
た
ら
、
藤
島

は
「
子
ど
も
の
い
な
い
地

域
」
だ
と
思
わ
れ
る
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

通
学
の
不
便
な
と
こ
ろ

に
、
子
ど
も
は
い
な
く
な

り
ま
せ
ん
か
？

東
田
川
郡
の
中
心
だ
っ

た
藤
島
の
衰
退
が
、
心
配

で
す
。

学
校
を
核
に
し
た
地
域
づ
く
り

は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

疑問2

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
（
消
極
的
）
な
子

ど
も
が
多
く
な
り
ま
せ
ん
か
？

疑問3
東
栄
小
学
校
の
伝
統
の

獅
子
踊
り
は
、
１
９
９
３

（

）

。

平
成
５
年
か
ら

年
31

渡
前
小
学
校
の
こ
ど
も

獅
子
踊
り
は
、
１
９
９
７

（

）

。

平
成
９
年
か
ら

年
27

小
学
校
は
地
域
の
宝
で

あ
り
、
地
域
で
子
ど
も
を

。

育
て
る
文
化
が
あ
り
ま
す

東
栄
や
渡
前
で
生
ま
れ

た
か
ら
、
小
学
校
生
活
の。

思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
で
す

、

小
学
校
が
な
く
な
れ
ば

学
校
を
核
に
し
た
地
域
づ

く
り
は
、
ど
う
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。


